
質
問　

環
境
問
題
に
つ
い
て
、

①
世
界
で
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み

の
量
が
年
々
増
加
し
て
い
る
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
さ
れ
て
い
る
の
は

僅
か
で
あ
る
。
市
で
は
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
ご
み
の
減
量
や
資
源
化

の
推
進
に
向
け
、
様
々
な
施
策

を
展
開
し
て
い
る
が
、

現
状
の
取
り
組
み
は
。

②
駅
周
辺
で
の
歩
き

た
ば
こ
を
禁
止
に
す

る
な
ど
、
受
動
喫
煙

対
策
を
求
め
る
声
を

多
く
聞
く
。
考
え
は
。

答
弁　

①
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
-1
運

動
を
は
じ
め
と
し
た
独
自
事
業

等
、
必
要
性
の
低
い
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
の
削
減
に
努
め
て
き
た
。

引
き
続
き
意
識
の
醸
成
と
定
着

を
図
り
、
ご
み
の
発
生
抑
制
を

徹
底
し
て
い
く
。
②
た
ば
こ
を

吸
わ
な
い
人
に
も
理
解
さ
れ
る

喫
煙
マ
ナ
ー
の
向
上
に
向
け
、

質
問　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
等
で
強
盗
や
特

殊
詐
欺
の
実
行
犯
を
募
集
す
る

闇
バ
イ
ト
に
よ
る
被
害
が
相
次

い
で
い
る
。
撲
滅
の
た
め
の
周

知
・
啓
発
を
積
極
的
に
行
う
べ

き
と
考
え
る
が
、
見
解
は
。

答
弁　

青
少
年
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ

ル
等
で
啓
発
チ
ラ
シ

を
配
布
す
る
ほ
か
、

昭
島
警
察
署
と
昭
島

防
犯
協
会
に
よ
る
闇

バ
イ
ト
撲
滅
キ
ャ
ン

ペ
ー
ン
活
動
を
実
施

し
て
い
る
。
今
後
も
更
な
る
取

り
組
み
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

給
湯
器
や
屋
根
等
の
点

検
を
装
っ
て
高
額
な
請
求
を
す

啓
発
活
動
を
強
化
し
て
い
く
。

質
問　

健
康
保
険
証
廃
止
に
伴

う
不
安
の
声
を
聞
く
。
市
民
へ

の
周
知
徹
底
、
分
か
り
や
す
い

対
応
を
す
べ
き
。
考
え
は
。

答
弁　

市
内
全
戸
配
布
を
行
う

広
報
紙
等
を
活
用
す
る
な
ど
、

今
後
も
周
知
を
重
ね
る
と
と
も

に
、
分
か
り
や
す
く
丁
寧
な
説

明
に
努
め
て
い
く
。

質
問　

平
和
と
横
田
基
地
問
題

に
つ
い
て
、
①
平
和
と
世
界
の

核
廃
絶
を
求
め
、
核
兵
器
禁
止

条
約
の
締
約
国
会
議
へ
最
低
で

も
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
参
加
す
る
こ

と
や
国
に
核
兵
器
禁
止
条
約
に

署
名
・
批
准
へ
の
努
力
を
強
く

る
点
検
商
法
に
つ
い
て
、
①
相

談
状
況
は
。
②
市
民
へ
の
注
意

喚
起
を
積
極
的
に
行
う
考
え
は
。

答
弁　

①
ガ
ス
給
湯
器
や
屋
根
、

上
下
水
道
、
太
陽
光
発
電
等
の

点
検
・
修
理
の
勧
誘
に
関
す
る

相
談
が
多
い
。
②
年
２
回
の
啓

発
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
行
う
と
と

も
に
、
成
年
年
齢
の
引
き
下
げ

に
伴
い
、
市
内
の
中
学
校
３
年

生
に
読
み
や
す
い
啓
発
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い
る
。

質
問　

平
和
へ
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
、
令
和
７
年
に
戦
後
80

年
の
節
目
を
迎
え
る
今
、
子
ど

も
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
市
民
一

人
ひ
と
り
が
平
和
の
た
め
に
何

求
め
る
べ
き
。
②
日
米
地
位
協

定
の
環
境
補
足
協
定
に
基
づ
き
、

基
地
内
の
土
壌
・
水
質
の
立
ち

入
り
検
査
を
国
に
対
し
粘
り
強

く
要
請
す
べ
き
。

答
弁　

①
市
が
加
盟
す
る
平
和

首
長
会
議
に
お
い
て
、
国
に
締

約
国
会
議
へ
の
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
参
加
や
核

兵
器
禁
止
条
約
に
署

名
・
批
准
す
る
よ
う

要
請
し
て
い
る
。
②

都
と
周
辺
市
町
連
絡

協
議
会
と
し
て
国
へ
繰
り
返
し

要
請
し
、
現
地
で
の
直
接
説
明

を
米
軍
に
要
請
す
る
よ
う
今
後

も
強
く
求
め
て
い
く
。

が
で
き
る
か
議
論
す
る
場
を
設

け
て
は
。

答
弁　

戦
争
を
経
験
し
た
人
々

の
思
い
や
平
和
の
尊
さ
を
次
世

代
に
語
り
伝
え
て
い
く
こ
と
は
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
重
要
と
考
え

る
。
引
き
続
き
平
和
事
業
を
充

実
さ
せ
、
一
歩
一
歩

確
実
に
平
和
へ
の
歩

み
を
進
め
て
い
く
。

質
問　

ご
み
出
し
が

困
難
に
な
っ
た
高
齢

者
や
障
害
者
の
た
め
、

ご
み
出
し
支
援
事
業
を
導
入
す

る
考
え
は
。

答
弁　

既
に
、
決
め
ら
れ
た
場

所
へ
の
ご
み
出
し
が
困
難
な
高

齢
者
や
障
害
者
等
を
対
象
に
、

自
宅
の
玄
関
前
等
で
の
ご
み
収

集
の
支
援
を
実
施
し
て
い
る
。

今
後
、
他
自
治
体
の
事
例
な
ど

を
参
考
に
、
支
援
の
充
実
を
図

っ
て
い
く
。

質
問　

市
民
の
知
恵
と
力
を
結

集
し
た
市
政
運
営
を
展
開
し
て

い
く
べ
き
。
市
長
３
期
目
に
あ

た
り
、
市
民
の
声
に
基
づ
く
市

政
を
進
め
て
い
く
決
意
は
。

答
弁　

飛
耳
長
目
を
モ
ッ
ト
ー

に
現
場
主
義
を
貫
き
、
市
民
に

と
っ
て
何
が
一
番
大
切
か
を
見

極
め
、
市
民
等
の
提
言
も
踏
ま

え
、
目
指
す
ま
ち
づ
く
り
を
着

実
に
進
め
て
い
く
。

質
問　

様
々
な
問
題

を
抱
え
る
Ｇ
Ｌ
Ｐ
昭

島
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

対
し
、
開
発
同
意
の

拒
否
に
つ
い
て
市
長

は
国
全
体
で
考
え
る
問
題
と
し

た
。
国
等
に
対
す
る
具
体
的
な

取
り
組
み
は
。

答
弁　

周
辺
地
域
の
生
活
環
境

を
保
持
す
る
た
め
の
法
が
な
い

こ
と
か
ら
、
近
隣
９
市
に
よ
る

広
域
連
携
サ
ミ
ッ
ト
で
問
題
提

め
る
た
め
、
昭
島
市
ジ
ェ
ン
ダ

ー
平
等
都
市
宣
言
を
行
う
こ
と

に
つ
い
て
の
考
え
は
。

答
弁　

昭
島
市
男
女
共
同
参
画

都
市
宣
言
で
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
を
謳
っ
て

い
る
。
ま
た
、
男
女

共
同
参
画
プ
ラ
ン
を

基
に
実
践
的
な
取
り

組
み
を
進
め
て
い
る
。

質
問　

核
兵
器
禁
止
条
約
の
意

義
や
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
市

政
へ
の
反
映
に
つ
い
て
見
解
は
。

答
弁　

世
界
の
恒
久
平
和
は
人

類
共
通
の
願
い
で
あ
り
、
唯
一

の
被
爆
国
と
し
て
非
核
平
和
を

訴
え
て
い
く
べ
き
と
考
え
る
。

起
を
行
っ
た
。
今
後
も
市
長
会

と
調
整
し
て
い
く
。

質
問　

市
民
の
命
と
健
康
に
対

し
て
、
経
済
的
負
担
の
軽
減
を

図
る
た
め
、
更
な
る
福
祉
施
策

の
拡
充
を
進
め
る
べ
き
。

答
弁　

こ
れ
ま
で
も
全
庁
を
挙

げ
て
様
々
な
施
策
に
取
り
組
ん

で
き
た
。
今
後
も
財
源
確
保
と

市
政
の
安
定
運
営
を
前
提
に
、

施
策
の
展
開
に
努
め
る
。

質
問　

学
校
給
食
無
償
化
に
つ

い
て
、
今
後
の
展
開
は
。

答
弁　

国
等
の
動
向
を
踏
ま
え
、

実
施
の
可
否
を
判
断
し
て
い
く
。

質
問　

ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
ラ
ン
ス

等
に
配
慮
し
た
市
政
運
営
を
進

一 般 質 問
（ 要 旨 ）

渾身のスパート！
（駅伝競走大会）

日
本
共
産
党
昭
島
市
議
団	

佐
藤 

文
子  

議
員

市
長
３
期
目
に
あ
た
り

「
市
民
の
声
」に
基
づ
く
市
政
を

み
ら
い
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク	

青
山 

秀
雄  

議
員

環
境
問
題・健
康
保
険
証
廃
止

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
水
漏
出

公
明
党
昭
島
市
議
団	

吉
野 

智
之  

議
員

安
全
で
安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

○ライブ中継
　　本会議の開催中に配信

○録 画 中 継
　　�本会議の各開催日の概ね５日後 

（土・日・祝日を除く）の午後から配信

本 会 議インターネット中 継をご 覧ください

インターネット映像
配信はこちらから

意 見 書

今定例会で次の意見書を可決しました。（全文掲載）

地方分権の進行に伴い、地方議会の果たすべき役割と責任は
重要性を増している。
また、社会経済の急速な構造変化を背景に、地方議会には多
様化する民意の集約と行政への反映が期待されている。
若者や女性、会社員など多様な人材の地方議会への参画を促
し、議会を活性化することは、多くの地方議会に共通の喫緊か
つ重要な課題である。特に就業者の９割を会社員等の被用者が
占めており、地方議会議員のなり手も会社員等からの転身者が
期待されている。
一方、周囲の人たちが推薦し、本人に志があるものの、年金
制度も含めた社会保障制度や退職金等の問題で家族から理解を
得られずに立候補を断念してしまう場合も少なくない。
地方議会議員のなり手不足を解消するためには様々な対策を
複合的に講じることが必要だが、厚生年金への地方議会議員の
加入は非常に有効な対策の一つであると考える。
よって、昭島市議会は、国民の幅広い層からの政治参加や地
方議会における多様な人材確保の観点から、厚生年金への地方
議会議員の加入のための法整備を早急に実現するよう強く要望
する。

以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

令和　６年１２月１７日
昭 島 市 議 会

（提出先）
衆議院議長、参議院議長、内閣総理大臣、内閣官房長官、 
総務大臣、財務大臣、厚生労働大臣

厚生年金への地方議会議員の加入を求める意見書

市議会では、より身近に議会の活動を知っていただくため、
本会議の映像をインターネットで配信しています。パソコン・
スマートフォンなどからご利用いただけます。
昭島市議会ホームページよりご利用ください。
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